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課題

総則 Ａ A

利用状況 Ａ A

事業収支 Ｂ B

管理運営体制 Ｂ B

指定管理者

モニタリング
の実施方針・

方法等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利
用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果
を取りまとめました。

担当部課
(問合せ先)

　組織体制について、事業計画に基づき、効率的かつ効果的な管
理運営が可能となる体制を確保し、火葬件数および予約状況に基
づいた適正なシフト管理を実施しました。
　また、組織内に於いて、「接遇品質の向上」および「安全管理の
徹底」を目的とした、各種研修を実施しました。施設管理運営の基
本となるコンプライアンス研修により条例・規則等の順守について
理解度を深め、人権研修により人権尊重についての意識を高め、
個人情報保護研修により個人情報保護に対する意識を強化し、ま
た、職員の防災への意識・知識向上のため、職員安全教育および
防火訓練を実施しました。
　今後も適正な管理運営体制の確保を目指し、職員教育の充実お
よび向上に努めたいと考えます。

適正に実施されていた。研修実施計画を策
定し、計画的な研修で職員教育に努めてい
る。少人数運営であるため方法などが固定
化しないよう、今後は派遣研修などで他斎
場の運営方法などや意見などを取り入れ運
営に生かしていただきたい。

  遵守すべき関連法令の理解を深めるため、コンプライアンス研修
等を実施し、適切な管理運営業務に努めました。また、施設運営
の根幹となる基本理念および施設の設置目的を事務所内に掲示
することにより職員への啓蒙を図り、火葬業務においては、火葬に
精通した職員の配置および無理のない職員配置計画を整備し、
「人生最期の儀式を司る」という重責を全職員が共有し、使用者に
とって安心安全で、公平かつ利便性の高い施設となるよう努めまし
た。
　これからも、職員教育により一層の力を入れて取り組み、施設の
基本理念及び設置目的に沿った適切な管理運営に努めていきま
す。

適正に実施されていた。施設の設置目的や
管理運営の基本方針を理解し、適切な管理
運営がなされている。条例、規則、仕様書に
ついて、研修を実施し理解に向けた取組が
認められた。
今後も研修等で職員教育を行い、全職員の
理解度を深めながら適切な管理運営に努
められたい。

　利便性向上を目的とした定期的なアンケートを実施し、使用者の
意見・要望収集に努めました。
　運営管理については、施設の円滑な利用、清潔感に注意し、職
員の応対等については、日頃より職員間でのミーティングおよびマ
ニュアルを通してチェックし、また職員の資質向上を目的とした、組
織内研修等を積極的に実施することにより、概ね良好な評価が得
られたと考えています。
　また、遺族のプライバシーを確保する導線管理の徹底を図り、使
用者の心理的負担を軽減する運営に努めました。
　今後、使用者からの要望等があれば状況を見ながら検討し、利
便性の向上に繋がる取り組みを目指したいと考えます。

利用者へのアンケート結果より、一定の満
足度が得られている。今後さらなる高い満
足度が得られるよう積極的な業務改善及び
施設の維持管理に努められたい。

　公共福祉の増進と経営の自律性の両立を目指した結果、収支は
黒字を達成しました。昨今の原材料の高騰及び原油高に伴う輸送
費等の高騰などの外部要因に対し、単なるコストカットに終始せ
ず、サービスの品質を確保しながら経費抑制に積極的に取り組
み、健全かつ安定した会計管理及び運転資金の確保に努めまし
た。
　また、適正な経理業務のため、指定管理業務と団体業務との会
計を独立させた伝票の作成及び預金出納簿を整備し、適正な会計
管理にも努めました。
　今後も、最小の経費で最大の効果を追及しつつ、経済的合理性
と使用者への配慮を高い次元で両立させた運営を継続したいと考
えます。

適正に実施されていた。燃料費高騰の中黒
字決算となった。経理書類も適切に作成、
保管されている。施設の老朽化もあり、修繕
の増加も考えられるため一層の効率的な収
支計画を策定し管理に努められたい。
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課題

管理運営業務 Ｂ B

利用業務 Ｂ B

その他業務 Ｂ B

修繕業務 Ｂ B

備品管理業務 Ｂ B

行政財産の目
的外使用許可
手続業務

自主事業 Ｂ B

地域団体との
連携

Ｃ C

   施設の円滑な利用推進および時間遵守のお願
いを図るため、地元各葬祭業者と定期的な意見
交換等を実施し、効率的なスケジュール管理と施
設利用の適正化に努めました。
　今後も、指定管理者としての資質をさらに向上
させるため、他施設と積極的に意見および情報
交換を行うとともに、地域社会からの信頼性をよ
り一層高めることを目的とした施設の管理運営に
努めたいと考えます。

おおむね適正に実施されていた。今後、更
に積極的な他団体との情報交換や地域活
動を通じて、連携強化を図られたい。

　施設内の備品点検を実施することにより、
適切な備品管理に努めました。
　また、今年度の備品購入はありませんで
したが、今後も利便性の向上を目指し、使
用者のニーズに沿った、適切な備品管理お
よび購入に努めてたいと考えます。

おおむね適正に実施されていた。定期的な
備品検査の実施により適切な備品管理が
認められた。今年度、備品購入はなかっ
た。今後は積極的なニーズ把握を行い、利
用者のためになる備品購入を実施していた
だきたい。

　当初の計画通りの自主事業を実施し、快
適かつ安らぎある空間作りを目指しました。
今後は、自主事業の更なる拡大を目指し、
使用者に快適に施設利用をしていただくこ
とを目標にしたいと考えます。

おおむね適正に実施されていた。施設の性
格上、自主事業の実施は難しいと思われる
が、積極的に新しい事業を提案・実施するこ
とが望まれる。

　使用調整業務において、支所からの予約受付の適正運用と現場連携の強化
により、受付、連絡、確認業務を正確かつ適切に行いました。また、日々の業務

の中で利用調整マニュアルの確認および見直しを行うとともに、地元各葬祭業
者との連絡を密にし、事前ヒアリングに基づき、炉前人数の把握および進行の

多様化に合わせた時間配分に努め、円滑かつ適正な進行を維持できたと考え

ます。
　炉前接遇においては、炉前接遇フローの見直しおよび職員間での意見交換を

行い、また、接遇マニュアルを整備し、適正な炉前業務の確認および職員一人
ひとりの接遇力の向上に努めました。

　今後も、市及び支所との連携をより一層強化し、適切な利用調整業務及び使

用者の心情に配慮した、適正な炉前業務の実施に努めます。

適正に実施されていた。各種マニュアルを
整備しており、マニュアルに基づいて研修も
実施されている。今後も継続的な研修を実
施し、また、派遣研修などを行って、利用者
の心情に配慮したレベルの高い炉前業務を
実施していただきたい。

　「人身事故ゼロ」を掲げ、マニュアルに基づいた施設の設備機器
等の点検を計画通り実施し、緊急事態の発生時に的確な対応がで
きる体制整備を目的とした職員安全教育を実施しました。
　広域災害や緊急事態を想定した備えについては、使用者の安全
を第一とした動線の把握および連絡体制の確認を目的とした防災
訓練を実施し、安心かつ安全な管理運営に努めました。
　また、個人情報保護指針及び個人情報取扱マニュアルに基づき
組織内研修を実施し、個人情報取り扱いの重要性の再認識等、個
人情報保護への教育を強化いたしました。
　今後も、適正な研修等を実施し、使用者の安心・安全の確保およ
び満足度向上に努めたいと考えます。

適正に実施されていた。各種マニュアルを
整備しており、それに基づく職員安全研修
や個人情報保護研修が実施された。また、
チェックリストを使用した事故防止のための
定期点検が適切に実施されている。地域の
風習から火葬場の滞在時間は短いためトラ
ブルが起こる可能性は低くなると思われる
が、今後も予防活動や研修を実施し、緊張
感をもって事故及び災害等の未然防止に努
められたい。

　トラブルを未然に防ぐ予防保全に注力するため、日常点検及び
定期点検を積極的に行い、施設の異常にも迅速に対応した施設管
理に努め、適切な修繕業務を実施いたしました。
　また、専門的な点検及び修繕に関しては、専門の業者に委託し、
施設の状態を細かく把握することにより、施設の良好な状態維持
に努めました。
　今後も、施設の微細な変化を見逃さないよう、適切かつ適正な点
検業務および迅速な修繕業務を実施し、使用者が快適に利用でき
る施設管理に努めたいと考えます。

適正に実施されていた。経年劣化による施
設及び設備の老朽化が見られるため、日常
点検及び保守点検業務を適切に実施し、早
期発見・早期対応を実施し、大がかりな故
障になる前の修繕の実施をお願いしたい。
また今後の大規模修繕計画のために発見
した事象については速やかに市に報告を行
われたい。

指定管理者自己評価 市による評価

　清掃・植栽について、職員一人ひとりが施設の美観および衛生
面の向上を常に心がけて業務に取り組むとともに、専門的な業務
については専門の企業に委託し、使用者の心理的負担を軽減する
環境整備に努めました。
　保守点検業務については、施設設備及び備品等の定期点検を
強化して実施するとともに、専門的な点検業務については、専門の
企業に委託し、基準以上に実施する業務といたしまして、自動扉と
空調設備の保守点検を専門の業者に委託し、安心かつ安全な設
備環境の維持に努めました。
　また、フロンガス排出抑制法に基づく第一種特定製品の簡易点
検を適時実施し、状況に応じた適切な管理運営業務に努めまし
た。

適正に実施されていた。施設の清掃管理業務や
警備業務など仕様書の基準に基づき適切に実施
されている。また、火葬炉をはじめとする施設設
備の保守点検業務が適切に実施されている。植
栽管理に関して、時期により作業回数を変えるな
ど工夫し管理に当たっていただきたい。施設も老
朽化しているので、今後の計画のためにも市に
対して点検報告書の送付だけでなく、気がついた
ことを速やかに報告いただきたい。



課題

利用者
アンケート

Ｂ B

事故・苦情 Ｂ B

指定管理者の
経営状態

　指定管理者は、今治市火葬場条例及び施行規則ならびに業務仕様書に基づき、施設の特性をふまえた管理運
営に努められており、指定管理業務は適正に実施されていると認められた。
　事業収支に関して、光熱水費の高騰の中、黒字となった。施設の維持管理においては、一定の美観は保持され
ている。保守に関して基準以上の保守点検に取り組むなど、施設管理に対する積極的な姿勢が認められた。ま
た、利用業務においては、地元葬祭業者として、地域の特性、習慣等を熟知し、来場者に寄り添った適切な炉前
接遇が実施されている。地域の慣習的な施設の使用方法によりニーズの把握や修繕の優先度の決定などが難し
いところ、適切な管理業務がなされている。指定管理業務におけるモニタリング結果については、一定の水準を満
たしていると認められる。今後は、外部講師を招聘した講習や他斎場との活発な情報交換を実施し、外部からの
情報を入手することを検討いただきたい。また、日常点検等の結果については今後の修繕計画のため、速やかに
報告願いたい。

　使用者満足度向上および円滑な施設の管理運営の実
現のためアンケートを実施し、使用者からの意見収集に
努めました。
　また、職員の資質向上を目的とした、組織内研修等を
積極的に実施することにより、事故等の未然抑止に努
め、使用者が安心・安全に利用できる環境の維持・向上
に努めました。
　今後も、使用者からより多くの意見を収集できる体制
を強化し、施設の利便性の向上および事故のない職員
管理体制を確立し、安心・安全な施設管理に努めたいと
考えます。

おおむね適正に実施されていた。今年度に
おいて、事故・苦情等は認められなかった。
小さな苦情や要望なども記録に残し、指定
管理者と市において情報共有を行っていた
だきたい。今後は、他斎場との情報交換を
積極的に実施し、事故・苦情等に対する備
えに努められたい。

決算書類等を確認した結果、指定管理者として適正
に業務を行えると判断できる。

総　合　コ　メ　ン　ト　(市)

指定管理者自己評価 市による評価

　使用者満足度向上および円滑な施設の管理運営の実
現のため、アンケートを実施し、使用者からの意見収集
に努めました。
　また、職員の資質向上を目的とした、日々のミーティン
グおよび組織内研修等を積極的に実施することにより、
要望・苦情等もなく、概ね良好な評価を得られたと考え
ます。
　今後も、使用者からより多くの意見を収集できる体制
を強化し、定期的なフィードバックの実施とともに、使用
者の声を確実に運営に還元する仕組みを強化したいと
考えます。

適正に実施されていた。アンケートの実施
にあたっては、事前に市と協議を行っており
適切に実施されている。地域の風習の関係
で火葬場の滞在時間が短く、アンケート収
集も難しいとは思うが今後も、アンケートを
実施し、利用者ニーズや満足度を把握し、
業務改善に活かされたい


